
（主要な取組と方向性）※詳細は「資料３」（ｐ１～４）を参照。

施策の
方向性

施策 主な取組 Ｒ７年度　取組実績 Ｒ８年度　計画

①地域と調和
した再生可能
エネルギーの
導入促進

・公共施設への
太陽光発電設備
などの再生可能
エネルギー機器
の導入
・住宅などの太
陽光発電設備及
び蓄電池の設置
を促進
・未利用の再生
可能エネルギー
の導入検討

・伊勢市公共施設等の脱炭素
化方針に基づき、新築施設(上
下水道庁舎、宇治防災倉庫)に
太陽光発電を設置した。
・県の共同購入事業の周知、
自家消費型の太陽光発電・蓄
電池への補助(17件)により普
及促進を図った。
・新ごみ処理施設で発電され
るCO2フリー電力の利活用を目

指し、情報収集や関係機関と
の調整を進めた。

・伊勢市公共施設等の脱炭素
化方針に基づき、再エネ設備
導入などを進める。
・太陽光発電のPRや、県の共
同購入事業の周知、太陽光発
電・蓄電池への補助などによ
り、更なる普及を図る。
・新ごみ処理施設で発電され
るCO2フリー電力の利活用に向

けて関係機関との調整を進
め、事業スキームを確立す
る。

②環境負荷が
少ないライフ
スタイルや事
業活動への転
換促進

・公共施設にお
ける省エネ効果
の高い設備など
への更新
・家電など、家
庭で使われる機
器の購入や買い
替えの機会を捉
え、高効率機器
への選択・転換
の促進
・電気自動車な
どの普及促進
・事業所におけ
る省エネ診断な
どの促進
・自転車の利用
機会を拡大

・道路照明、小俣・御薗総合
支所、小・中学校校舎などに
おいて照明をLED化した。
・市民の省エネ家電への転換
促進、電気自動車の普及に向
け、イベント・広報・街頭啓
発などによりPRを行った。
・事業所向けに、温室効果ガ
ス排出量算定・省エネ診断等
への補助(20件)を行った。
・レンタサイクルを活用した
旅行商品の販売(74件)、貸出
サービス(7,002台)を実施し
た。

・公共施設のLED化を一体的に
進める。
・省エネ家電や電気自動車の
PRを進める。
・事業所の脱炭素経営を促進
するため、補助金を交付する
とともにセミナーを開催す
る。
・レンタサイクルを活用し、
二次交通として自転車の利用
機会を拡大させる取組を行
う。

③脱炭素型の
都市基盤づく
り

・鉄道、バスな
どの公共交通の
利用促進
・観光交通渋滞
対策の推進
・電気バスの利
用促進
・自転車を利用
しやすい道路、
駐輪場などの整
備の推進

・自動運転バスの導入に向け
た実証事業を実施した。ま
た、11月の3連休を利用して
「みんなでバスに乗ってこ
に」事業を実施し、バスの乗
車体験の機会を創出した。
・観光交通渋滞対策として、
パーク＆バスライドによる交
通渋滞対策を実施した。
・小型電気バスの利用促進や
環境フェアでの電気バス乗車
体験によるPRを実施した。
・宇治山田駅付近の道路に矢
羽根を設置し、自転車の通行
空間の確保を行った。また、
シェアサイクルポートの増設
により利便性を向上した。

・おかげバスや乗合タクシー
運行を行うとともに、伊勢市
地理情報システムでおかげバ
スと路線バスの路線図・バス
停留所を公開し、積極的な利
用を呼び掛ける。引き続き、
公共交通の利用促進を図る。
・電気バスが運行する路線・
時刻が確認できる時刻表を作
成し、周知を行う。
・自転車の利用について、市
内主要箇所の矢羽根の設置を
進め、また、シェアサイクル
ポートの拡充を図る。

第３期伊勢市環境基本計画における取組の実施状況

基本目標１　脱炭素で地球にやさしい社会の構築　（計画書ｐ20～27）

⑴
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減

資料１
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施策の
方向性

施策 主な取組 Ｒ７年度　取組実績 Ｒ８年度　計画

①熱中症予防 ・ホームページ
などを活用した
熱中症注意情報
の提供
・指定暑熱避難
施設（クーリン
グシェルター）
などの涼みどこ
ろの整備

・広報・ホームページなどを
活用し、熱中症予防の情報提
供、熱中症特別警戒情報等の
発表基準、クーリングシェル
ターの情報などを周知した。
・熱中症特別警戒情報の発表
に備え、クーリングシェル
ター20カ所に対して運用開始
と開設について案内した。

・広報・ホームページ・
LINE・デジタルサイネージな
どを活用し、熱中症予防に関
する情報提供や、クーリング
シェルターの情報などを周知
する。
・クーリングシェルターの適
切な運用を図るとともに、新
たな施設の指定を検討する。

②農林水産業
における気候
変動への適応
の推進

・収量の変化な
どに対する適応
策の推進
・気候変動が農
林水産物に与え
る影響に関する
情報の提供・啓
発

・気候変動に適応した品種や
生産技術などの開発普及、気
候変動が農林水産物に与える
影響について、関係機関など
から情報収集を行い、共有し
た。
・広報いせ6月号で気候変動対
策特集記事を掲載し、気候変
動が農林水産物に与える影響
について市民周知した。

・気候変動に適応した品種や
生産技術などの開発普及、気
候変動が農林水産物に与える
影響について情報収集を行
い、関係機関などと共有し、
連携していく。
・気候変動が農林水産物に与
える影響について、広報紙や
イベント等を通じて市民に周
知を行う。

③治水・利水
対策の推進

・市街地の雨水
を速やかに流下
させ、また、低
地の浸水対策や
高潮時の安全を
確保するための
排水施設の整備
・ポンプ場など
の長寿命化、改
築更新などの実
施
・洪水などによ
る浸水被害軽減
対策の推進

・国、県、市が一体となった
「勢田川流域等浸水対策協議
会」で事業の連携・調整を図
り、浸水対策に取り組んだ。
・河川・排水路の改良整備、
道路側溝の改良・新設、調整
池の維持管理などを行った。
・農業用排水機場(5機場)の遠
隔操作化に向けた計画を作成
した。また、排水機場・ポン
プ場の老朽化対策として施設
の更新などを実施した。
・気候変動を考慮した浸水対
策の見直しに向け、計画降雨
量の見直しを行った。
・集中豪雨などの浸水被害対
策として、中須水源地及び宮
前第2水源地の耐水化工事の設
計を行った。

・河川流域全体の関係者が協
働し、流域全体で水害を軽減
させる「流域治水」を推進す
る。
・河川・排水路の改良整備、
道路側溝の改良・新設、調整
池の維持管理などを行う。
・農業用排水機場(5機場)の遠
隔操作化に向けた設計が円滑
に遂行できるよう、関係機関
と連携を図る。排水機場・ポ
ンプ場の老朽化対策を進め
る。
・気候変動を考慮して見直し
た計画降雨量に基づき、浸水
対策の計画を策定する。
・中須水源地の耐水化工事を
実施する。

④災害時の避
難施設などの
整備

・避難施設など
の環境整備
・備蓄物資及び
防災備蓄倉庫の
整備

・災害用トイレの設営・展示
訓練を行った。
・宇治防災倉庫を令和7年度中
に完成した。

・継続的に訓練を実施し、避
難者が自ら災害用トイレを設
営・運営できるような体制づ
くりに努める。
・防災資機材等の配備を行
い、避難所環境の向上を図
る。

⑵
気
候
変
動
へ
の
適
応
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（主要な取組と方向性）※詳細は「資料３」（ｐ５～７）を参照。

施策の
方向性

施策 主な取組 Ｒ７年度　取組実績 Ｒ８年度　計画

①発生抑制
（リデュー
ス）の推進

・ごみを出さな
いライフスタイ
ルやビジネスス
タイルへの転換
の推進
・「食品ロス」
削減に関する広
報活動の推進
・プラスチック
ごみの排出抑制
のためのマイ
バッグ、マイボ
トルなどの推進

・ごみの分別・減量の出前講
座(10回、135人)、食品ロス削
減に向けたポスターコンクー
ル(328点)、市内のスーパー事
業者と連携した食品ロス削減
キャンペーン、フードドライ
ブ(376kg回収)、マイボトル推
進事業者(2事業所)の登録を
行った。

・出前講座の実施と周知をす
るとともに、食品ロス削減に
向けたキャンペーン・フード
ドライブを実施するととも
に、SNSなどを活用して情報発
信をする。
・ごみ減量の輪プロジェクト
やマイボトル協力店・推進事
業者の募集を行い、取組を広
げる。

②再使用（リ
ユース）の推
進

・リユース
ショップ、フ
リーマーケッ
ト、バザーなど
の利用促進
・粗大ごみの再
利用の推進

・環境フェアにおいてフリー
マーケットの実施やリユース
品の提供を行った。
・「おいくら」を活用したリ
ユース事業促進に向けた協定
締結をした。

・フリーマーケットの開催や
リユース品の無償提供を実施
する。「おいくら」の周知な
どリユースを推進する。

③再生利用
（リサイク
ル）の推進

・生ごみ処理機
を利用した生ご
みの減量化、堆
肥化の支援
・雑がみの分別
の推進
・プラスチック
ごみなどの資源
化の促進

・生ごみ処理機の購入に対す
る補助(75基)を行った。
・小学生を対象とする「雑が
みチャレンジ」(404人参加、
967㎏回収）や、事業系の雑紙
を資源化する「トイレの紙さ
ま」プロジェクト(50,826㎏回
収)に取り組み、雑がみの資源
化を図った。
・自治会・子供会など120団体
に奨励金を交付し、廃品回収
を促進した。

・生ごみ処理機や補助制度の
周知を行う。
・「雑がみチャレンジ」の実
施や「トイレの紙さま」プロ
ジェクトの実施及び企業訪問
による事業者参加を図る。
・雑誌・雑がみの奨励金単価
を引き上げ、再生資源奨励金
を実施する。

①分別協力度
の向上

・ごみ分別の徹
底、習慣化の促
進
・事業系ごみの
搬入検査による
適正排出の推進
・ごみの組成調
査による分別実
態の把握

幼稚園・保育園等への出前講
座(22回)、小学校への出前授
業(9校)、団体に対する出前講
座(10回)を実施するととも
に、広報・SNS・ごみ分別アプ
リで情報発信を行い、ごみ分
別の徹底、習慣化を促進し
た。
事業系一般廃棄物の搬入検査
(24回)、家庭系燃えるごみと
プラスチック類の組成調査(計
3回)を実施し、その結果を啓
発に活用した。

・出前講座を実施するととも
に、広報・SNS・ごみ分別アプ
リで情報発信を行う。
・事業系一般廃棄物の搬入検
査や家庭系燃えるごみの組成
調査により、事業者への適正
排出の啓発や、ごみ減量・資
源化の啓発につなげる。

②適正処理の
推進

・中間処理施設
及び最終処分場
の適正管理・運
転
・災害発生時に
おける災害廃棄
物などの処理体
制の整備

・廃棄物投棄場の適正維持や
搬入されたガレキ類等の再資
源化を行った。
・また、災害発生に備え、災
害廃棄物処理計画の見直しを
進めた。

引き続き、廃棄物投棄場の適
正維持や搬入されたガレキ類
等の再資源化を行う。
災害廃棄物処理計画の見直し
とともに、処理体制の構築や
必要備品等の推定を行う。

基本目標２　資源を大切にする循環型社会の構築　（計画書ｐ28～33）

⑴
３
Ｒ
の
推
進

⑵
適
正
な
ご
み
処
理
の
推
進
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（主要な取組と方向性）※詳細は「資料３」（ｐ８～10）を参照。

施策の
方向性

施策 主な取組 Ｒ７年度　取組実績 Ｒ８年度　計画

①水環境の保
全

・市内公共用水
域（河川・海
域）の水質調査
の実施
・流域関連公共
下水道事業の整
備推進
・合併処理浄化
槽の普及促進

・河川・海域等の水質調査結
果を公表し、水質保全の意識
啓発を行った。
・下水道を利用できる地域を
拡大し、下水道処理人口普及
率を向上させた。また、合併
処理浄化槽の設置に対して補
助金(110基)を交付した。

・公共下水道の地区拡大及び
合併処理浄化槽の普及促進に
取り組む。また、汲み取り便
槽・単独処理浄化槽からの転
換を進めるよう啓発・広報活
動に取り組む。

②森林環境の
保全

・森林が持つ公
益的機能を総合
的かつ高度に発
揮させるための
間伐などの適正
管理支援
・海岸沿いの防
風保安林など、
公益的機能が高
い森林を保全す
るための適切か
つ効率的な害虫
防除の推進

・森林管理に向けた意向調
査・管理界確認、測量を実施
した。
・森林経営管理の意向調査実
施面積(1,034ha)、森林の間伐
率(38.5％)となった。
・防風保安林等において、松
くい虫防除の地上散布
(6.65ha)、樹幹注入(517本)、
枯松伐倒破砕(15㎥)、松林下
刈(2.3ha)を行った。

・森林管理に向けた意向調
査・管理界測量を行い、間伐
を実施する。
・防風保安林等において、松
くい虫防除の地上散布、樹幹
注入、枯松伐倒破砕、松林下
刈を実施する。

③農地環境の
保全

・担い手農家へ
の農地集積など
による遊休農地
の解消
・景観植物の植
栽などによる遊
休農地の利用促
進
・地産地消の推
進

・遊休農地を解消する費用の
一部補助を行った。
・遊休農地に植栽等の活動を
行った地元団体(20件)に対し
て交付金を支払った。
・小中学生対象の農業にまつ
わるフォトコンテストや、朝
食メニューコンクールにより
地産地消の啓発を行った。
・市内産ワインの生産拡大の
取組、横輪いもの地理的表示
保護制度への登録を支援する
とともに、蓮台寺柿の付加価
値向上に取り組んだ。また、
観光客に対して市内産農産物
のPRイベントを実施した。

・遊休農地の解消や遊休農地
への植栽等の活動を支援す
る。
・農業にまつわるフォトコン
テストや朝食メニューコン
クールにより地産地消の推進
を図る。
・市内産農作物の競争力強化
に向け、付加価値向上を推進
する取組に対して支援する。

基本目標３　豊かな自然・多様な生物と人が共生する社会の形成　（計画書ｐ34～41）

⑴
自
然
環
境
・
公
益
的
機
能
の
保
全
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施策の
方向性

施策 主な取組 Ｒ７年度　取組実績 Ｒ８年度　計画

①多様な動植
物の保全・回
復

・生態系に配慮
した河川などの
整備
・外来生物によ
る被害予防に関
する情報提供・
啓発
・動植物の生息･
生育状況に関す
る現況把握
・自然共生サイ
トへの登録推進

・事業者が行う生物多様性保
全活動に参加するとともに、
外来生物に関する情報提供、
市内の生物調査による動植物
の生息状況の把握・情報提
供、小学生への外来生物に関
する出前授業などにより生物
多様性保全の啓発を実施し
た。
・スクミリンゴガイ（ジャン
ボタニシ）の被害軽減対策の
周知を行った。
・自然環境保全、管理活動を
行う地元組織(29組織)に対し
て多面的機能支払交付金によ
る支援を行った。
・市が生物多様性保全活動に
連携して取り組む横浜ゴム株
式会社三重工場が、R7年9月に
自然共生サイトに認定され
た。

・生物多様性保全活動への参
加、外来生物に関する情報提
供、生物調査による生息・生
育状況の把握、生物多様性保
全に関する学習機会の提供な
どを行う。
・スクミリンゴガイ（ジャン
ボタニシ）の被害軽減対策の
周知を行う。
・地元組織に対して多面的機
能支払交付金により活動支援
を行う。
・自然共生サイトへの登録推
進を図るため、周知啓発を行
う。

②里地里山な
どの活用と社
会課題の解決

・公益的機能を
有する里地里山
の保全・活用活
動の支援
・公共施設など
への木材利用の
推進
・「伊勢市鳥獣
被害防止計画」
に基づく獣害に
強い集落づくり
の体制整備支援

・三郷山・音無山・絆の森・
横輪環境保全林において、清
掃、草刈り、枝打ち等を行っ
た。
・公共建築物等の木質化を実
施した。
・有害獣目撃情報報告システ
ムの本格導入を行った。ま
た、地域や関係機関と連携
し、研修会の実施や捕獲体制
の構築を進めた。

・三郷山・音無山・絆の森・
横輪環境保全林の保全及び施
設修繕を行う。
・公共建築物の木造、木質化
を推進する。
・獣害対策については、地域
主体の取組支援を行うととも
に、関係機関と連携し、効果
的な獣害対策を進める。

③自然とのふ
れあいの増進

・水生生物によ
る水質調査など
の自然とふれあ
える野外環境学
習の開催
・自然とふれあ
える護岸・親水
公園・里山など
を整備・充実
・伊勢志摩国立
公園の観光資源
としての利活用

・勢田川ウォッチングや勢田
川七夕大そうじにより、動植
物を観察する機会の提供や自
然環境保全意識の向上を図っ
た。
・宮川河川敷公園において、
自然とふれあえるような散策
路を整備するための設計を
行った。

・勢田川ウォッチングや勢田
川七夕大そうじなどにより、
動植物を観察する機会の提供
や自然環境保全意識の向上を
図る。
・宮川河川敷公園において、
自然とふれあえるような散策
路整備を進める。

⑵
生
物
と
の
共
生
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（主要な取組と方向性）※詳細は「資料３」（ｐ11～13）を参照。

施策の
方向性

施策 主な取組 Ｒ７年度　取組実績 Ｒ８年度　計画

①住環境の向
上

・事業活動に伴
う騒音などの適
正管理
・空家バンク制
度などによる空
き家の流通・活
用、管理不全空
家などの解消な
ど、空き家など
の対策の推進

・空家バンク制度及び空家関
連補助制度の利用促進を図っ
た。また、管理不全な空家の
所有者等に対して、適切な管
理を促した。

・所有者等に対し空家等対策
に関する周知・啓発及び管理
指導を行い、空家化の予防及
び管理不全な空家の解消を図
る。また、補助金の活用及び
空家バンク制度を通じて空家
の除却・利活用の推進を図る
など、空家等対策を効果的に
実施していく。

②水資源供給
の推進

・水源地及び配
水場における水
質検査の実施
・農業を営む上
で必要な用水な
どを確保するた
めの水源確保

・安全で安心できる水道水を
供給するため、水道法に基づ
き水質検査を実施した。
・宮川左岸地区、宮川用水１
期地区においてパイプライン
の更新整備を行う県と連携し
て進めた。

・安全で安心できる水道水を
供給するため、水道法に基づ
き水質検査を実施する。
・パイプラインの更新整備を
行う県と連携し、安定した水
供給と維持管理の省力化及び
生産性向上を図る。

③美しく潤い
のある空間づ
くり

・「伊勢市ポイ
捨て及び路上喫
煙の防止に関す
る条例」に基づ
く空き缶やたば
この吸い殻など
のポイ捨て防止
対策などの快適
な環境づくりの
実施
・不法投棄の防
止
・ペットの飼育
マナーの啓発
・市民参加によ
る「花のあるま
ちづくり」の推
進
・公園緑地の適
切な維持管理

・路上喫煙パトロールや啓発
活動などを実施した。不法投
棄防止パトロール行った。
・動物愛護週間におけるペッ
トの飼い方マナーの啓発や、
飼い主のいない猫の不妊・去
勢手術の支援(62匹)を行っ
た。
・市民団体(23団体)が行う公
共用地花壇等の植栽への支
援、まちなか緑化推進活動を
行った団体(40件)への交付金
支払い、イベントでの花の種
や苗木の配布を行った。

・路上喫煙禁止区域でのパト
ロールと啓発活動、不法投棄
防止パトロール、ペットの飼
い方マナー啓発などを行う。
・花の植栽やまちなかの緑化
推進活動を支援するととも
に、花の種や苗木を配布して
市民による植栽を推進する。

④バリアフ
リー･ユニバー
サルデザイン
の推進

・公共空間・公
共施設のバリア
フリー化設備な
どの整備推進
・公共施設にお
けるユニバーサ
ルデザインに配
慮した設計の実
施
・観光バリアフ
リー情報の発信

・市営大仏山公園のトイレへ
多目的シートの設置を行っ
た。
・公共施設の設計において、
ユニバーサルデザインに配慮
した設計を行った。
・観光施設における心のバリ
アフリー認定制度を周知する
ため説明会を実施した。バリ
アフリー観光情報の発信やバ
リアフリーマップの情報更新
を行った。

・公共空間・公共施設の利便
性・安全性を向上するため、
バリアフリー化・ユニバーサ
ルデザイン配慮を実施する。
・観光バリアフリーの取組を
促進する。

基本目標４　歴史・文化の薫る、快適に暮らせるまちの形成　（計画書ｐ42～47）

⑴
快
適
で
潤
い
の
あ
る
生
活
環
境
の
保
全
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施策の
方向性

施策 主な取組 Ｒ７年度　取組実績 Ｒ８年度　計画

①伊勢の文化
の保全・継承

・歴史的・文化
的資産の保存・
継承・活用
・地産地消や食
育を通じた食文
化の継承
・伊勢志摩国立
公園の自然保護
の推進

・市が所有、管理する史跡・
名勝・天然記念物等の維持管
理を適切に行った。天然記念
物については、樹木医等とも
連携し、樹勢維持や回復のた
めの取組を計画的に実施し
た。
・令和8年度に開館する伊勢市
歴史博物館において、観光名
所や伝統工芸、食文化など、
市の多様な魅力を紹介する展
示製作を進めた。
・ヘルスメイト料理講習会で
旬の食材や郷土料理を取り入
れた。

・市が所有、管理する史跡・
名勝・天然記念物等の維持管
理を行う。
・伊勢市歴史博物館で、自然
や生活文化、食文化について
の展示・発信を行う。
・食文化の継承のため、季節
の食材を使用したり、ヘルス
メイト料理講習会にて郷土料
理などを取り入れる。

②良好な景観
の形成

・住民参加型の
景観保全活動の
推進
・「伊勢市景観
計画」の推進
・電線類の地中
化の推進

・景観コンクールや景観に関
するツアーの開催により、子
どもたちの景観意識向上を
図った。また、伊勢市景観計
画の周知や重点地区での補助
金交付(4件)を行った。
・宇治山田駅前の岡本吹上線
の無電柱化に向け、電線共同
溝整備(64ｍ)を進めた。

・引き続き、景観コンクール
や伊勢市景観計画の周知、重
点地区での補助金交付により
景観形成の推進を図る。
・宇治山田駅前の岡本吹上線
の無電柱化整備を進める。

⑵
歴
史
的
・
文
化
的
環
境
の
保
全
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（主要な取組と方向性）※詳細は「資料３」（ｐ14～16）を参照。

施策の
方向性

施策 主な取組 Ｒ７年度　取組実績 Ｒ８年度　計画

①環境教育･学
習・啓発の充
実

・環境問題やそ
の対策について
考える機会の充
実
・自然観察など
の体験学習の機
会の充実
・市民に向けた
出前講座による
環境学習の推進
・学校における
環境教育の充実

・環境問題を考える機会とし
て環境フェアやMOTTAINAIポス
ターコンクールを実施すると
ともに、「雑がみチャレン
ジ」(11校・404人)、「ごみゼ
ロチャレンジ」(12校・208人)
により小学生を対象とした家
庭でのごみの分別・減量の機
会を創出した。
・全小中学校において、学校
環境デーを中心に、地域に応
じた特色ある環境教育・環境
保全の取組を実施した。
・保育園・幼稚園・小学校な
どで出前授業等を実施すると
ともに、環境教育プログラム
の充実を図るため、新たに1事
業者と協定を締結した。ま
た、水産教室(2回)や農業体験
(8回)を実施した。

・環境フェア、雑がみチャレ
ンジ、ごみゼロチャレンジ、
出前講座・出前授業などを実
施するとともに、連携事業者
を増やすなどして環境教育の
内容充実を図る。
・学校では、学校環境デーの
取組や、自然・環境に関する
体験を実施する。
・水産教室や農業体験による
学習機会の提供を行う。

②環境教育な
どを推進する
体制づくり

・事業者との連
携による環境教
育･環境学習の推
進
・環境教育･環境
学習の機会に対
する講師や施設
の情報提供

・事業者・大学等と連携して
小中学校での環境教育を実施
しており、内容充実を図るた
め、新たに1事業者と協定を締
結した。
・学校に公的機関等で実施す
る出前講座などの情報提供を
実施した。

・環境教育プログラムの充実
を図るため、新たな連携先の
掘り起こしを行う。

①市民･団体に
よる環境保全
活動の促進

・市民による自
主的な環境配慮
活動の促進
・自治会やまち
づくり協議会な
どによる環境保
全活動の促進

・小学生への出前授業やイベ
ント・街頭啓発等による家庭
で実践できる環境配慮活動の
啓発を行った。
・ボランティア清掃ごみ袋の
配布(765枚配布)や、沿岸自治
会による勢田川七夕大そうじ
など個人・団体の活動促進を
図った。

・小学生への出前授業やイベ
ント・街頭啓発等による家庭
で実践できる環境配慮活動の
啓発を行う。
・ボランティア清掃ごみ袋を
配布するとともに、広く周知
して活用を呼び掛ける。
・勢田川沿岸自治会により勢
田川七夕大そうじを実施す
る。

②事業者によ
る環境保全活
動の促進

・事業者が実施
する生物多様性
活動や清掃活動
との連携・支援

・事業者が行う生物多様性保
全・清掃活動に参加・協力し
た。

・事業者が行う生物多様性保
全・清掃活動に参加・協力す
る。

③市民･事業
者･行政の連
携･協働

・伊勢市環境会
議などの協働事
業の推進
・各主体間の情
報共有・連携の
促進

・伊勢市環境会議と協働し、
ごみ減量・生活排水対策・脱
炭素の取組・啓発活動を実施
した。
・様々な企業・団体との連携
のもと環境フェアを開催し、
令和7年度は高等学校の出展も
行った。

・伊勢市環境会議と協働し、
環境保全活動や啓発活動を推
進する。
・様々な企業・団体との連携
のもと環境フェアを開催する
とともに、参加団体の拡充を
図り、団体間の連携を図る。

基本目標５　環境保全に取り組むための基盤づくり　（計画書ｐ48～53）

⑴
環
境
教
育
･
環
境
学
習
の
充
実

⑵
環
境
保
全
活
動
の
促
進
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